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大口明光学園高等学校

伊佐市の高校に行こう！
　伊佐市には県立大口高等学校・伊佐農林高等学校、私立の大口明光学園高等学校があり、それぞれの
特色を生かした教育で多くの優秀な人材を世の中に輩出してきました。
　「地元の高校」に関心をもって応援していきましょう！

大口高等学校

伊佐農林高等学校
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学　　科　普通科
概　　要　大正 11 年の創設から今年で創立 92 年。現在８クラス、生徒数 267 人。豊かな自然に囲
　　　　　まれた学び舎に集い、「剛・和・新」の校訓のもと、学校行事や勉学・スポーツにと楽し
　　　　　く高校生活を送っています。
主な進路先（平成 24～ 25 年度）
　　　　　東京外国語大学　広島大学　北九州市立大学　鹿児島大学　西南学院大学　九州産業大学
　　　　　第一薬科大学　福岡大学　県立短期大学　鹿児島純心女子短期大学　鹿児島女子短期大学
　　　　　各種専門学校　など
　　　　　自衛隊　日本特殊陶業㈱　ジャパンファーム㈱　など
主な先輩　榎木孝明（俳優・画家）、井上雄彦（漫画家）、春風亭柳之介（落語家）など
おすすめ
　文武両道を伝統とする「名門大口高校」です。大口高校に入学したら一人ひとりが主役になれます。
勉強や部活動で頑張る生徒を、職員一同全力で手厚くサポートしていきます。小規模校ながら進学実
績や部活動活躍の秘密は、生徒と職員の「チーム力」にあります。日々の学校の様子は大口高校ホー
ムページ・ブログをご覧ください。

▲全国模擬試験の成績推移

大口高校は進学指導重点支援校（平成 26 ～ 28 年度）
に選ばれました

※進学指導アドバイザーの支援のもと、進学指導の充実に努めます。

得意を伸ばし苦手を克服！習熟度別授業

放課後に職員室で個別指導

文化祭
花園予選決勝の舞台で戦うラグビー部

体育祭

受験学年 １年生 ２年生 ３年生
受験期日 ７月 11月 １月 ７月 11月 １月 ２月 ６月 10月

 難関国公立大・難関私大
 合格可能ゾーン
 偏差値 68 以上

 国公立大・中堅私大
 合格可能ゾーン
 偏差値 58 以上

 国公立大進学可能・
 公務員合格可能ゾーン
 偏差値 48 以上

 私立大進学可能・就職
 可能ゾーン
 高校生基礎学力レベル

 必要最低限の基礎学力
 レベル

本校２年生
Ａさん

本校３年生
Ｂさん

昨年度卒業生
Ｃさん

大口高等学校
伊佐市の高校に行こう！

check

夢実現！大口高校は輝きに

あふれている！

伊佐市大口里 2670　℡ 0995-22-1441
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Okuchi/
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学　　科　農林技術科・生活情報科
概　　要　大正３年５月の開校以来、今年創立 100 周年を迎えました。現在、農林技術科・生活情
　　　　　報科の２つの学科が設置されています。
　　　　　農林技術科では、農業や林業に関する学習や体験実習を通して、将来、農林業およびその
　　　　　関連産業で活躍する人材育成を目指しています。販売や地域イベントに参加するなど地域
　　　　　の人との交流も積極的に行っています。
　　　　　生活情報科は、商業と家庭に関する専門的な知識と技術を習得し、産業社会のスペシャリ
　　　　　ストを目指しています。
主な進路先
　　　　　鹿児島大学　日本文理大学　鹿児島女子短期大学　第一幼児教育短期大学　県立農業大学
　　　　　校　県立吹上高等技術専門校　県立姶良高等技術専門校　県立鹿屋高等技術専門校　鹿児
　　　　　島工学院専門学校　鹿児島情報ビジネス専門学校　鹿児島県美容専門学校　今村学園ライ
　　　　　センスアカデミー　中村調理製菓専門学校　など
　　　　　鹿児島県職員（林業）　自衛隊　北さつま農業協同組合　伊佐森林組合　大口酒造㈱　住
　　　　　友金属鉱山㈱菱刈鉱山　日本フードパッカー鹿児島工場　サンコーテック㈱　菅公アパレ
　　　　　ル㈱大口工場　鹿児島空港産業㈱　イケダパン㈱　山﨑製パン㈱　はとバス㈱　など
おすすめ　
◉専門教育を生かした特色ある学習活動が多く、いろいろな資格が取得できます。
　農林技術科　小型車両系建設機械特別教育・チェンソー特別教育・車両系建設機械技能者など
　生活情報科　家庭科技術検定・簿記実務検定・情報処理検定など
　その他にビジネス文書実務検定・漢字検定・英語検定なども取得できます。
◉勉学や部活動はもとより「地域応援団」を中心とした地域のためのボランティア活動にも積極的に
　取り組んでいます。部活動では、７年連続でカヌー部が全国大会に出場しています。
◉就職だけではなく、進学においても高校で学習した内容や取得した資格を生かし、国公立大学や専
　門学校への進路の夢を先輩たちは実現しています。
◉パンジー祭りを 10 月 10 日（金）、文化祭と農林館祭りを 12 月６日（土）に開催します。学校の
　様子を見る絶好の機会ですので、ぜひお越しください。

伊佐農林高等学校
伊佐市大口原田 574　℡ 0995-22-1445
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Isa/

 

創立 100周年記念 海外研修             生活情報科（生活コース） 

 

農林技術科                     生活情報科（情報コース） 

 

創立 100周年記念 海外研修             生活情報科（生活コース） 

 

農林技術科                     生活情報科（情報コース） 

 

創立 100周年記念 海外研修             生活情報科（生活コース） 

 

農林技術科                     生活情報科（情報コース） 

 

創立 100周年記念 海外研修             生活情報科（生活コース） 

 

農林技術科                     生活情報科（情報コース） 

生活情報科（情報コース）

創立 100 周年記念　海外研修 生活情報科（生活コース）

農林技術科
（資格取得：小型車両系建設機械特別教育）

♡
 

 

 

check
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伊佐市の高校に行こう！

学　　科　普通科（進学コース・難関大コース）
概　　要　設立母体は、ローマに本部を置くカノッサ修道女会（世界各国に 333 の修道院を持つ）で、  
　　　　　昭和 36 年に旧大口市の招聘に応えてカトリック女子校として中学校・高等学校を開校し
　　　　　ました。日本の本部は東京都世田谷区にあり、生徒の出身地は関東から沖縄までと幅広く、
　　　　　現在マダガスカルからの帰国子女が在籍し、過去には中国、韓国、マレーシア、インド、
　　　　　ネパール等のさまざまな国からの生徒も在籍していました。『愛と奉仕の実践』を教育の
　　　　　精神とし、徹底した個別指導により、医療系を中心に進路達成しています。
主な進路先
　　　　　九州大学　北海道大学　東京農工大学　東京学芸大学　東京医科歯科大学　浜松医科大学
　　　　　京都府立大学　広島大学　山口大学　佐賀大学　長崎大学　熊本大学　鹿児島大学　宮崎
　　　　　大学　など
　　　　　早稲田大学　上智大学　東京理科大学　明治大学　立教大学　法政大学　日本大学　東洋
　　　　　大学　駒沢大学　立命館大学　京都女子大学　関西外語大学　近畿大学　西南学院大学
　　　　　福岡大学　など
主な先輩　柳佐知（ＭＢＣニュースキャスター）、川野季春（ドレスブランド Quantize マネージャー）
　　　　　現在鹿児島大学医学科に２人在学して医者をめざしている。
おすすめ
　安心安全な生徒寮（寮費 31,500 円 / 月）があり、全国各地の友達ができます !! 

大口明光学園高等学校
カトリック女子校

日　　時　10 月 18 日（土）
　　　　　９時～ 12 時 30 分
対　　象
　小学５・６年生、中学３年生女子
およびその保護者
場　　所　大口明光学園
内　　容
　授業体験や平常
授業の見学・入試説
明など
　詳細はホームペー
ジをご覧ください。

オープンスクール

伊佐市大口里 1830　℡ 0995-22-0609
http://www.okuchimeiko.ac.jp/

授業風景

学園風景

check
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行政からのお知らせ

問い合わせ先　農政課各係（菱刈庁舎）　☎㉓１３１１

大会参加者募集
　障がい者やその家族と健常者が
一緒にレクリエーションを楽しみ、
お互いの理解を深めながら、ふれ
あいの輪を広めるために、レクリ
エーション大会を開催します。

※補てんが行われる場合は、確認書類として、販売伝票等の写し、農産物検査結果通知書の写
　しが必要です。（注意：未検査の米は対象となりません。）

ナラシ対策とは・・・
　当年産の販売収入の合計が、標準
的収入を下回った場合に、その差額
の９割を、国からの交付金と農業者
が積み立てた積立金で補てんします。
国からの交付金は、農業者が積み立
てた積立金の３倍の額が上限です。
対象者　認定農業者、集落営農、認
　　　　定就農者（面積要件あり）

（４月配布の『経営所得安定対策の概要』から抜粋）

対 象 者　米の直接支払交付金対象者及びナラシ対策未加入者
※平成 26 年産ナラシ対策で米の補てんが行われる場合に、ナラシ対策の国費相当分の５割を
　交付

米の
標準的収入

【都道府県単位で算定】

26 年産米
の収入

ナラシ対策の
国費相当分の
５割（1/2）
農業者の拠出
は求めません

補てん額

（１）

（３）

21 ～ 25 年
産のうち、
最高・最低
を除く３年
平均収入

収入減
の９割｛ ｛

　６次産業化とは、地域資源を有効に活用し、農林漁業者がこれまでの原材料供給者
としてだけでなく、自ら加工（第２次産業）、販売（第３次産業）に取り組み、経営
の多角化を進めることで、農林漁業の雇用確保や所得の向上を目指すことです。
　市では、農林水産資源の高付加価値化を促進し、地域経済の活性化を図るために、
農林水産業の６次産業化を支援します。
補助対象者　６次産業化に取り組む個人・団体
補助対象経費　６次産業化に必要な備品購入費や修繕料など
補助額及び補助率　上限 100 万円、補助対象経費の２分の１以内

平成 26 年産限定ナラシ移行のための円滑化対策（経営所得安定対策）

農林水産業の６次産業化を支援します

日　　時　11 月 12 日（水）８時 30 分～ 11 時 30 分
場　　所　伊佐市総合体育館
競技種目　ワナゲ・風船バレーほか
対 象 者　伊佐市民
募集人員　100 人程度　先着順
参 加 費　無料
申込期限　10 月 17 日（金）
申込方法　住所・氏名・年齢・連絡先を申込先に電話かＦＡＸでご連絡ください。
申込・問い合わせ先　伊佐市障がい者ふれあいレクリエーション大会実行委員会事務局（福祉課障が
　　　　　　　　　　い者支援係）　☎㉓１３１１・　㉒５０３５

問 農政第１係

問 農業再生協議会

伊佐市障がい者ふれあいレクリエーション
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農
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　「広報いさ」9 月 15 日号に掲載した「農地を貸したい人、借受けたい人募集（農地中
間管理事業）」の締切は、10 月 20 日（月）です。　　　　　　　　   　　  問農政第２係

　市では、水田の高度利用を推進するために、暗渠排水や客土などの乾田化の工事を行い、
米・飼料作物以外の野菜などの栽培に取り組む農家に対し、工事費の補助を行います。
事 業 名　水田高度利用化対策事業
補助対象者　土地の所有者または所有者の同意を得て工事を行う耕作者
補助条件　事業完了後、乾田化の工事を行った農地において、２年以上、米・飼料作物以
　　　　　外の野菜などの栽培を行うこと
補助金額　工事費の 75％以内とし、一補助対象者に対する補助金の限度額は 50 万円
申込方法　申込書等、関係書類を農政課耕地係に提出してください。

乾田化工事に補助します 問 耕地係

　就農を希望する人の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、就農に必要な農業技術
や経営手法を習得させる受け入れ農家及び研修生を支援します。
補助内容　就農に必要な農業技術や経営手法を習得させる受け入れ農家に対して、研修生
　　　　　一人につき１月当たり 10 万円を補助（３か月以上１年以内）
　　　　　ただし、１か月の補助金の 10 分の８以上を人件費として研修生に支払うこと
補助対象者　○受け入れ農家
　　　　　○事業要件に適合している農家
　　　　　○研修生（研修期間は、３か月以上１年以内とし１回に限る）
　　　　　○伊佐市内に居住する 18 歳以上 65 歳未満の就農を希望する人で、研修終了   
　　　　　　後１年以内に就農し事業要件に適合している人
　　　　　　※ 青年就農給付金（準備型）事業で研修を受けていないこと
　受け入れ農家または研修を希望する人はご連絡ください。

伊佐市新規就農促進事業 問 農政第２係

未来館から
ごみ分別のお願い

　10 月 26 日（日）福島県知事選挙、同
県いわき市選挙区県議会議員補欠選挙が執
行されます。福島県選挙管理委員会ホーム
ページ（http://www.pref.fukushima.lg.jp/
sec/62010a/）をご覧ください。
　伊佐市の選挙管理委員会
で不在者投票の手続きが
できます。
問い合わせ先
選挙管理委員会　☎㉓１３１１

福島県から
避難している人へ

　未来館で焼却処理した燃えるゴミの灰の中
に空き缶や金属等が多く混入しています。　
　空き缶等が混入すると、焼却施設の機器が
　　損傷し、焼却炉が停止することもありま
　　　　　す。安定的に処理を行うためにも
　　　可燃ごみ袋の中に空き缶等が混入しな
　　　　いようゴミの分別をお願いします。
　　　　　問い合わせ先
　　　　　伊佐北姶良環境管理組合（未来館）

　☎㉔１５００
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行政からのお知らせ

①幼稚園と保育園のいいところをひとつにした「認定こども園」の普及を図ります。
②保育の場を増やし、待機児童を減らして、子育てしやすい、働きやすい社会にします。
③幼児期の学校教育や保育、地域のさまざまな子育て支援の量の拡充や質の向上をすすめます。

◆施設の利用を希望する保護者に、利用のための認定を受けていただきます

　認定こども園や幼稚園・保育園に入園する場合、３つの区分で認定を受ける必要があります。  　
認定後、市から「認定証」を交付します。認定申請は既に通園中の人も含め、入園を希望する人全員
必要です。

◆取り組みのポイント

※平成 27年４月の幼稚園・保育園の利用手続きについては、今後の「広報いさ」でお知らせします。
　子ども・子育て支援新制度に関する詳しい情報は、内閣府ホームページ（http://www8.cao.go.jp/
　shoushi/shinseido/index.html）に掲載されています。

◆認定の種類

施設に直接
申込む

市に「保育の必要性」
の認定申請および施設
の利用希望申請を行う

施設から入
園の内定を
受ける

市から「認定証」
が交付される

【２・３号認定】

施設を通じて
「利用のため
の認定」を市
に申請する

申請者の希望、
施設の状況など
により、市が利
用調整をする

施設を通じて、
市から「認定証」
が交付される

【１号認定】

利用先の決定
後、施設に入
園する

施設と利用者
が契約し、入
園する

【１号認定】
幼稚園・認定こ
ども園を利用の
場合

１

１

２

２

３

３ ４

４ ５

【２・３号認定】
保育所・認定こ
ども園を利用の
場合

◆施設の種類

◆利用手続きの流れ　手続きは、これまでと時期や流れが大きく異なるものではありません。

問い合わせ先　こども課子育て支援係（大口庁舎）　☎㉓１３１１

対　象 認定 利用先

 子どもが満３歳以
 上で教育を希望す
 る場合

１号 幼稚園
認定こども園

 子どもが満３歳以
 上で保育を希望す
 る場合

２号 保育園
認定こども園

 子どもが満３歳未
 満で保育を希望す
 る場合

３号 保育園
認定こども園

施設名 内　容

幼稚園
（３～５歳）

 小学校以降の教育の基礎をつくるため
 の幼児期の教育を行う学校
 利用できる保護者：制限なし

保育園
（０～５歳）

 就労などのため家庭で保育のできない
 保護者に代わって保育する施設
 利用できる保護者：共働き世帯など

認定こども園
（０～５歳）

 教育と保育を一体的に行う施設
 幼稚園と保育所の機能や特長をあわせ
 持ち、地域の子育て支援も行う施設

　「子ども・子育て支援新制度」は、平成 24 年８月に成立した「子ども子育て支援法」と関連する
法律に基づき、幼児期の教育や保育、地域の子育て支援の
量の拡充や質の向上を進めていくものです。

平成 27 年４月から
　「子ども・子育て支援新制度」が始まります！
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　９月 14 日、市内の４中学校で体育大会が
行われました。その中で来年４月から統合さ
れ「大口中央中学校」となる大口（表紙）・
大口南・山野中では、閉校記念体育大会と題
し、最後の思い出を残そうと各種競技で熱戦
を繰り広げました。 
　体育大会は各校の伝統的な一大イベントで
す。徒競走、綱引き、集団演技や全員リレー
など、力と連携を試しました。
　一つひとつの競技を全力で勝負した生徒た
ちは、白熱したプレーに一喜一憂しながらも
最後は仲間をたたえあい、来場者も大きな拍
手を送りました。
　今後、閉校記念文化祭や式典なども計画さ
れています。ありがとうの気持ちを持って地
域の皆さんも積極的にご参加ください。

中学校閉校記念体育大会

大口南中学校

山野中学校

　９月、各自治会やコミュニティごとに特色
ある「敬老会」が行われました。
　祝賀会では、美味しい食事や記念品のほか
に、地域に住む子どもたちからのメッセージ
などが贈られました。
　参加者は、カラオケ、踊り、楽器演奏など
の余興が披露されると、なじみのある懐かし
い歌に合わせ口ずさんだり踊ったり、趣向を
凝らした手づくりの祝賀会は和やかなに笑顔
で盛り上がりました。

今年も皆さんお元気です

伊佐市の高齢者 

（平成 26 年９月１日現在）

伊佐市の総人口　　　28,316 人
75 歳以上の人口　 　　6,364 人
総人口に占める割合 　  22.47 ％
100 歳以上の人　                29 人
　　 （男性：３人　女性：26 人）
市最高齢者（女性）　   　  107 歳
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　９月 10 日、市と林建設㈱は「災害時にお
ける応急生活物資等の提供に関する協定」を
結びました。
　この協定は、災害時に市民生活の早期安定
を図るため、同社に備えている非常用備蓄品

（食料・毛布など 50 人 × ３日間）を、避難
所等で使用する応急生活物資として提供する
ものです。林代表取締役は「地域に育てても
らった会社、感謝の気持ちを込め地域のため
に貢献したい」と挨拶し、同じような取組み
が広がって欲しいと抱負を述べました。
　また隈元市長は、物資提供だけでなく、平
時から避難訓練や炊き出し訓練を行っている
同社と連携を強めながら、安全・安心なまち
づくりにつなげたいと述べました。

　９月９日の救急の日にちなみ４日、市内の
教職員 80 人を対象に救急講習会が開催され
ました。主催した伊佐市医師会と伊佐湧水消
防組合は、応急手当と熱中症についての講演
や、ドクターヘリの運用、予防救急などにつ
いて実技を交え指導しました。
　学校内でけが人や急病人が発生した場合、
その場にいた教職員が救急車到着までに応急
処置を施すことが、生徒の救命につながりま
す。参加者たちは、いざという時に備え、正
しい知識と技術を習得するため訓練や講習の
必要性を改めて感じていました。

市と林建設「災害協定」締結 「救急医療週間」講演会

　９月 18 日、花北の旧伊佐家畜市場におい
て畜魂祭と伊佐地区秋季畜産共進会（牛の品
評会）が開催されました。共進会を前に行わ
れた畜魂祭では、家畜たちに感謝の念を込め、
牛の安全を祈願しました。今回の共進会には
総勢 59 頭が出場し厳正なる審査をした結果、
椛山勉さん（青木）の「はるか」号がグラン
ドチャンピオンに輝きました。
　各部の結果は次のとおりです。（敬称略 ※
印は地区代表）
１部　川原慎一郎「はつゆきこ」号
２部　細樅宏昭 「ふくざくら」号 ※
　　　伊佐農林高校 「かこ」号（写真）※
３部　椛山勉 「はるか」号 ※

伊佐地区秋季畜産共進会

障害者雇用優良事業所
「理事長表彰」 

　毎年９月の「障害者雇用支援月間」には、
障がい者雇用の促進と職場定着を図るため、
厚生労働省と関係機関が協力しさまざまな取
組みを行っています。
　その一環として、障害者雇用優良事業所等
全国表彰があります。
　今年度の優良事業所は全国で 35 件、県内
では「サンコーテック株式会社」が理事長表
彰を受けました。
　おめでとうございました。
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　鹿児島県建設業協会大口支部の組合員 23
社及びその他 12 社を中心に８月８日、市内
の国・県・市道等の道路清掃作業を行いました。
　毎年、道の日（８月 10 日）にちなんで道
路の美化作業に取り組んでおり、今年は建設
関係をはじめ関係者ら 50 人が参加し、支障
枝の伐採や除草作業を行い道路をきれいにし
ていただきました。
　ありがとうございました。

「道の日」の奉仕作業

　スラムダンクやバガボンドで有名な伊佐出身の漫画
家・井上雄彦氏による『pepita』シリーズ（日経ＢＰ
社刊）に編集者として携わる高津尚悟氏を伊佐市に招
き、今年２月に伊佐市で特別公開された墨絵『承』の
制作秘話などをまじえ、漫画家・井上雄彦氏の魅力に
ついて講演していただきました。
　講演前日の９月 12 日に来市され、井上さんが育っ
た思い出の場所を巡りながら感じた、自然の素晴らし
さや今後のまちづくりについても貴重なお話を聞くこ
とができました。

講演会「編集者がみた漫画家 井上雄彦」

姉妹都市 西之表と「相互応援協定」
　８月 23 日西之表市役所において、伊佐市と姉妹都市である西之表市は「災害時相互応援協定」を

結びました。この協定は、いずれかの市で災害が発生
した場合、応急対策及び復旧に必要な物資及び資機
材の提供、復旧活動などに必要な職員等の派遣、被
災者の受入れ、ボランティアの斡旋など、被災市で
の応急・復旧対策などが円滑に遂行されるように締
結するものです。
　昭和 37 年に「旧大口市と旧菱刈町」は西之表市と
姉妹都市盟約を結び、平成 21 年には伊佐市として姉
妹都市盟約を結びました。疎開という戦時の歴史的絆
により、これまでの友好関係が築きあげられています。

　８月の「道路ふれあい月間」にちなんで贈
られる道路愛護功労者表彰を白木地区村づく
り委員会の皆さんが受賞されました。
　長年にわたる国道 447 号沿いの花苗の植
え付けや献身的な道路美化活動の功績が評価
されました。　
　代表として委員長の瀬戸口秀文さん（写真
中央）に表彰状と記念品が授与されました。

道路愛護功労者国土交通大臣表彰
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男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課
共
生
協
働
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
。

　
「
仕
事
」
は
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き

が
い
や
喜
び
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
が
、

同
時
に
家
事
・
育
児
、
近
隣
と
の
付
き

合
い
な
ど
の
「
生
活
」
も
暮
ら
し
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
充
実
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
生
の
生

き
が
い
、
喜
び
は
倍
増
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会
に
は
、
安
定

し
た
仕
事
に
就
け
ず
経
済
的
に
自
立
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
仕
事
に
追
わ
れ

心
身
の
疲
労
か
ら
健
康
を
害
し
か
ね
な

い
、
仕
事
と
子
育
て
や
老
親
の
介
護
と

の
両
立
に
悩
む
な
ど
、
仕
事
と
生
活
の

間
で
問
題
を
抱
え
る
人
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実

現
す
る
と
、
自
分
の
望
む
バ
ラ
ン
ス
で

仕
事
と
仕
事
以
外
の
生
活
に
取
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

女
性
も
男
性
も
子
供
と
過
ご
す
時
間

が
増
え
た
り
、
自
治
会
・
地
域
活
動
や

趣
味
、
自
己
啓
発
等
に
取
組
め
、
日
々

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

10
月
は「
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
」

１
１
０
番
だ
よ
り

平
成
26
年
全
国
地
域
安
全
運
動

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

　

伊
佐
警
察
署
管
内
の
刑
法
犯
認
知
件

数
は
、
昨
年
度
初
め
て
１
０
０
件
を
切

っ
て
95
件
と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
は
隣
接
す
る
出
水
市

で
パ
チ
ン
コ
店
強
盗
、
熊
本
県
人
吉
市

で
殺
人
・
死
体
遺
棄
事
件
、
宮
崎
県
え

び
の
市
で
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
が
発
生

し
て
お
り
、
伊
佐
警
察
署
と
し
て
も
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
全
国
地
域
安
全

運
動
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

伊
佐
警
察
署
で
は
、
こ
の
期
間
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
や
大
型
商
業
施
設
で
の
万
引
き
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま

す
。

運
動
の
目
的 

　

防
犯
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
安

全
に
資
す
る
関
係
機
関
・
団
体
及
び
警

察
が
、
期
間
を
定
め
て
地
域
安
全
活
動

を
更
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
相

互
間
の
連
携
の
一
層
の
緊
密
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
安
全
活
動
の
効
果

を
最
大
限
に
上
げ
て
一
層
の
浸
透
と
定

着
を
図
り
、
も
っ
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

の
生
活
の
満
足
度
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
健
康
で
豊
か
な
仕

事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
働
き

方
や
男
性
の
育
児
参
加
促
進
等
、
仕
事

と
家
庭
を
両
立
で
き
る
職
場
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
男
女
共
同
参
画
「
出
前
講
座
」
受
付

　

中
で
す
。
詳
し
く
は
企
画
政
策
課
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
の
「
女
性
サ
ロ
ン
室
」

　

あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

開
催
日　

10
月
１
日
（
水
）・
15
日
（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
～
16
時

場　

所　

大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
様
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間

　

10
月
11
日
（
土
）
～
20
日
（
月
）

重
点
事
項

　

侵
入
盗
犯
罪
の
抑
止
・
未
然
防
止

侵
入
盗
犯
対
策

①
鍵
か
け
運
動

　

外
出
時
に
は
鍵
か
け
（
戸
締
ま
り
）、

自
転
車
等
の
乗
り
物
に
鍵
か
け
（
二
重

ロ
ッ
ク
）
を
す
る
。

②
見
守
り
運
動

　

地
域
等
で
の
「
あ
い
さ
つ
・
声
か

け
」
を
実
施
す
る
習
慣
や
地
域
の
連
帯

を
深
め
る
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
犯
罪
者
が
侵
入
し
に
く
い
雰
囲
気

を
つ
く
る
。

③
環
境
づ
く
り
運
動

　

周
囲
か
ら
の
見
通
し
の
確
保
等
に
よ

り
、
住
民
の
目
が
届
く
環
境
を
つ
く
る
。

出
入
り
口
や
窓

の
鍵
、
ガ
ラ
ス

等
を
強
化
し
、

建
物
へ
の
侵
入

を
防
ぐ
。
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問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
経

路
は
、
感
染
し
た
人
の
せ
き
や

く
し
ゃ
み
な
ど
に
よ
る
ウ
イ
ル

ス
の
飛
沫
感
染
と
、
ウ
イ
ル
ス

が
付
着
し
た
も
の
を
さ
わ
っ
た

手
で
、
口
、
鼻
、
目
の
粘
膜
を

さ
わ
る
こ
と
で
感
染
す
る
接
触

感
染
が
あ
り
ま
す
。

　

例
年
、
寒
く
空
気
が
乾
燥
す

る
12
月
下
旬
～
3
月
に
流
行
し

ま
す
。

　

感
染
力
が
強
く
、
38
℃
以
上

の
高
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
な
ど

の
全
身
症
状
が
突
然
現
れ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
普
通
の
か
ぜ
症
状
の

咳
や
鼻
汁
、
の
ど
の
痛
み
な
ど

も
見
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　

小
児
で
は
ま
れ
に
急
性
脳
症

を
、
高
齢
者
や
免
疫
力
の
低
下

し
て
い
る
人
は
肺
炎
を
併
発
す

る
な
ど
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
重

篤
な
合
併
症
や
死
亡
を
予
防
し
、

健
康
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る

た
め
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
の
効
果

　

ワ
ク
チ
ン
を
打
て
ば
「
絶
対

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら

な
い
」
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
最
も
大
き
な
効
果

は
、
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
効
果
が
期
待
で
き
る
の
は
、

接
種
し
た
（
小
児
の
場
合
は
2

回
接
種
）
２
週
間
後
か
ら
５
か

月
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
時
期

　

効
果
が
出
る
ま
で
に
、
２
週

間
程
度
か
か
る
こ
と
か
ら
、
12

月
中
旬
ま
で
に
受
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
た
め
の
予
防
法

①
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

②
外
出
後
の
手
洗
い
・
う
が
い

③
適
度
な
湿
度
の
保
持

　
（
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の

　

ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低

　

下
す
る
た
め
）

④
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
摂
取

　
（
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
）

⑤
流
行
し
て
き
た
ら
、
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の
風
邪
と
は
異
な
る
注
意
が
必

要
な
「
感
染
症
」
で
す
。
早
め
の
予
防
と
、
症
状
が
出
た
ら
早

期
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成

対
象
者　

※
対
象
者
の
年
齢
基
準
日
は
12
月
31
日　
　

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
で
伊
佐
市
に
住
所
を
有
す
る
人

②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は

　

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

　

疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

　

定
め
る
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
期
限　

平
成
27
年
1
月
15
日
（
木
）

実
施
場
所　

市
内
の
各
医
療
機
関

接
種
費
用

　

各
医
療
機
関
の
接
種
料
金
か
ら
市
の
助
成
（
１
人
に
つ
き
１

回
１
、０
３
０
円
）
を
差
し
引
い
た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
接
種
料
金
は
、
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
診
票　

　

対
象
者
①
は
、
10
月
初
旬
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。　
　

　

対
象
者
②
は
、
直
接
医
療
機
関
に
申
し
込
ま
れ
た
後
に
、
予

診
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
か
か
り
つ
け
の
病
院
以
外
で
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
医
師

　

の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。
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南三陸だより
Vol. 30

　

　

レ シ ピ

〈作り方〉　
①唐芋は１cm 角のサイコロ状に切って蒸す。
②Ａを混ぜる。
③②にＢを少しずつ入れながら混ぜる。①を
　入れて混ぜる。
④蒸し器にサネン葉をしき、③を流し込む。
⑤蒸気が上がった鍋に④をのせて 20 ～ 30
　分間蒸す。

生
Vol.48

「ふるさとのおやつ」

　

震
災
か
ら
３
年
半
が
過
ぎ
復

興
の
状
況
が
一
つ
一
つ
目
に
見

え
る
形
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　

南
三
陸
町
の
地
域
医
療
の
核

と
な
る
町
立
南
三
陸
病
院
の
建

設
工
事
が
来
年
度
開
業
に
向
け

着
手
さ
れ
ま
し
た
。
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
公
立
志
津
川
病

院
に
代
わ
っ
て
、
高
台
に
移
設

さ
れ
、
保
健
・
福
祉
の
拠
点
と

な
る
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連

結
し
た
構
造
で
設
計
さ
れ
て
お

り
、
町
内
の
復
興
工
事
で
初
め

て
の
大
規
模
公
共
施
設
と
な
り

ま
す
。

　

住
環
境
の
整
備
に
お
い
て
は

町
内
８
地
区
７
７
０
戸
の
災
害

公
営
住
宅
を
整
備
す
る
計
画
の

う
ち
、
今
回
２
地
区
84
戸
が
完

成
し
、
８
月
に
竣
工
式
が
行
わ

れ
入
居
者
へ
鍵
の
引
渡
し
が
始

り
ま
し
た
。

　

高
台
移
転
の
造
成
団
地
も
順

次
完
成
し
て
お
り
移
転
住
宅
の

建
築
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
津
波
で
全

壊
し
た
戸
倉
小
学
校
の
移
転
新

築
工
事
が
始
ま
り
、
安
全
祈
願

祭
が
建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
戸
倉
小
は
海
岸
沿
い
の
小
高

い
丘
の
上
に
あ
り
ま
し
た
が
津

波
が
３
階
の
校
舎
を
越
え
、
完

成
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
体
育
館

も
壊
滅
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も

児
童
は
避
難
し
無
事
で
、
現
在

は
町
内
の
志
津
川
小
校
舎
を
間

借
り
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
来
年
の
２
学
期
か
ら
は
新

校
舎
で
再
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

復
旧
再
建
が
目
に
見
え
始
め
、

復
興
が
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
木
ノ
上
勝
志
）

〈材　料〉
唐芋（さつまいも）　100g
サネン（月桃）葉　 ２～３枚

小麦粉　200g
砂糖　　200g
重曹　　小さじ１

酢　　大さじ１
水　　150cc
卵　　１個

ＢＡ
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。
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滅
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０
戸

の
災

害
公

営
住

宅
を

整
備

す
る

計
画

の
う

ち
今

回
２

つ
の

地
区

８
４

戸
が

完
成

し
８

月
に

竣
工

式
が

行
わ

れ
入

居
者

へ
の

鍵
の

引
渡

し
が

始
り

ま
し

た
。

ま
た

高
台

移
転

の
造

成
団

地
も

順
次

完
成

し
て

お
り

移
転

住
宅

の
建

築
が

進
ん

で
い

ま
す

。
 

ま
た

、
９
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に
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で

全
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戸
倉

小
学
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移
転
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築
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台
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。
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岸
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越
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で

、
現

在
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の
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授
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す

が
来

年
の
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学

期
か

ら
は

新
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舎
で

再
開

さ
れ

る
予

定
で

す
。
 

 
復

旧
再

建
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目
に

見
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始
め

、
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一
歩

一
歩

前
進

し
て
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る

こ
と
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し
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い

ま
す
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町内第１号となる入谷地区に完成し
た災害公営住宅 

町内第１号となる入谷地区に完成した
災害公営住宅
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図書館へようこそ
Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　砂漠には、くいしん
ぼの悪魔が住んでいま
す。そこに旅の少年が
やってきて…。そんな
のあり？意表をつかれ
て、思わずにやっ。油
断大敵の佐々木マキ・
ワールドが炸裂する絵
本。

　席替え、クラス替え、
受験、引っ越し…。中
学３年生の人間関係は
つねに変わり続ける。
大阪を舞台に、人生の
入り口に立った少年少
女の、たゆたい、揺れ
る心を繊細な筆致で描
く。

さばくのくいしんぼ　佐々木マキ

（出版：フレーベル館） （出版：文藝春秋）

エヴリシング・フロウズ　津村記久子

【　児　童　】
かげのひこうき	 五味太郎
おはなしばあさんと風来坊 川端誠
お話きかせてクリストフ ニキ・コーンウェル
ハッピー、ラッキーヤギダンス	 長谷川知子

【　一　般　】
かたづけの！ 中島京子
幻肢 島田荘司
虫娘 井上荒野
スタープレイヤー 恒川光太郎

【イベント情報】
秋のとしょかんまつり
日　時　10 月 25 日（土）10:00 ～ 11:00
場　所　菱刈ふるさといきがいセンター和室
内　容　図書館ボランティア「おはなしミッケ！」と一緒
　　　　に小学生も読み手になってのおはなし会
ふれあいメルヘンひろば
日　時　10 月 25 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ
ルピナスのおはなしかい
日　時　10 月 31 日（金）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館

○

【10 月の図書館カレンダー】

○
○
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伊佐市からのお知らせ

日　
　

時

10
月
15
日
（
水
）
19
時
～

場　
　

所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

20
歳
～
64
歳
男
女

テ
ス
ト
項
目

　

握
力
測
定
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・

反
復
横
跳
び
・
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち

幅
と
び

申
込
方
法

　

実
施
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
く

　

市
内
に
居
住
す
る
人
で
、
豊
富
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
小
規
模
校
で
の
特
性
を
活
か

し
た
学
習
を
希
望
す
る
児
童
及
び
保
護
者
に

対
し
、
教
育
委
員
会
で
は
、
特
別
に
入
学
等

を
認
め
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

1
日
体
験
入
学
を
通
し
、
小
規
模
校
へ
の

入
学
等
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期　
　

日　

10
月
29
日
（
水
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
南
永
小
学
校
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

☎
㉖
１
５
３
２

伊
佐
市
立
南
永
小
学
校　
　

☎
㉖
３
９
８
０

　

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地
取
引
に

は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
土
地
売
買
や
交
換
等
の
取
引

を
行
っ
た
場
合
、
土
地
の
買
主
は
、
土
地
の

所
在
す
る
市
町
村
を
通
じ
て
都
道
府
県
に
届

け
出
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

①
都
市
計
画
区
域
内
で
５
、
０
０
０
㎡
以
上

②
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
１
０
、
０

　

０
０
㎡
以
上

　

届
出
の
期
限
は
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か

ら
２
週
間
以
内
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
政
策
第
２
係　

☎
㉓
１
３
１
１

日　
　

時　

10
月
21
日
（
火
）
開
会
式
19
時

　

受
付
18
時
45
分　

試
合
開
始
19
時
15
分

※
10
月
28
日
（
火
）
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

を
実
施
し
ま
す
。　
　

場　
　

所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

▽
男
女
混
成
の
部
（
女
子
２
人
以
上
）

　

ネ
ッ
ト
2
ｍ
30 

cm

▽
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
子
）

　

ネ
ッ
ト
2
ｍ
20 

cm

参
加
料　

当
日
受
付
に
て
徴
収
し
ま
す
。

導
入
条
件

①
市
内
住
民
で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

②
30
ア
ー
ル
以
上
の
集
団
と
な
っ
て
い
る
耕

　

作
地
（
家
庭
菜
園
は
含
ま
な
い
）

③
受
益
２
戸
（
２
名
）
以
上
の
共
同
で
設
置

　

で
き
る
箇
所
で
電
気
柵
２
基
ま
で

④
過
去
に
補
助
事
業
で
設
置
し
た
こ
と
が
な

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用
電
気
柵
を
設
置

し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
体
力
年
齢
は
何
歳
で
す
か

全
国
体
力
・
運
動
能
力
調
査

10
月
は
「
土
地
月
間
」

10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」

小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
校
「
伊
佐

市
立
南
永
小
学
校
」
１
日
体
験
入
学

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
　
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

お
知
ら
せ

　

い
箇
所

⑤
作
物
は
販
売
目
的
で
あ
り
、
飼
料
作
物
は

　

家
畜
農
家
へ
供
給
し
て
い
る
も
の

補
助
金

　

市
が
電
気
柵
購
入
額
の
２
分
の
１
を
補
助
。

残
り
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
15
日
（
水
）

申　
　

請

　

申
込
後
に
詳
し
く
案
内
し
ま
す
が
、
設
置

箇
所
図
面
や
共
同
設
置
者
名
簿
、
同
意
書
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
事
業
導
入
・
設
置
内
容
は
個
別
に

　

協
議
し
ま
す
。

事
業
実
施　

平
成
27
年
度

問
い
合
わ
せ
先

林
務
課
鳥
獣
対
策
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
㉓
１
３
１
１

だ
さ
い
。

持
参
品

　

屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

※
当
日
の
健
康
状
態
に
よ
っ
て
は
、
参
加
で

　

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

鹿
児
島
矯
正
展

　

矯
正
展
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
刑
務
所
、
少
年
院
、
少
年

鑑
別
所
な
ど
矯
正
施
設
の
業
務
内
容
等
を
一

般
社
会
の
方
々
に
広
く
紹
介
し
、
刑
務
所
作

業
製
品
等
の
展
示
・
販
売
を
通
じ
て
、
受
刑

者
の
社
会
復
帰
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日　
　

時

▽
10
月
25
日
（
土
）
10
時
～
16
時

▽
10
月
26
日
（
日
）
９
時
30
分
～
15
時

場　
　

所　

鹿
児
島
刑
務
所

　

湧
水
町
中
津
川
１
７
３
３

内　
　

容

　

パ
ネ
ル
・
模
擬
居
室
・
受
刑
者
の
文
芸
作

品
等
の
展
示
に
よ
る
所
内
生
活
等
の
紹
介
、

施
設
見
学
、
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
、

更
生
保
護
女
性
連
盟
・
地
域
協
力
店
等
に
よ

る
バ
ザ
ー
及
び
軽
食
等
の
販
売

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
刑
務
所　☎

０
９
９
５
・
７
５
・
２
０
２
５
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平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
と
な
る
人
が
拡
大
さ
れ
、

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得

を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
人
（
所
得

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象

者
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

○
ク
ラ
ブ
会
員　

1
人
１
０
０
円

○
非
会
員　
　
　

１
人
３
０
０
円

申
込
方
法

　

伊
佐
市
文
化
会
館
・
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
に
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
15
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

狂犬病予防注射＆犬畜登録
　生後 91 日以上で、まだ登録していない犬・４月か
ら今までに狂犬病予防注射を受けていない犬を対象に、
予防注射および登録受付を行います。（犬の登録につ
いては生涯１回、予防注射は毎年 1 回必要です。）
　また、犬の死亡、行方不明等の場合は、環境政策課
に連絡ください。

※平成 26 年４月から消費税率
　の増税に伴い、狂犬病予防注
　射料金が改正されました。

狂犬病予防注射日程表
月 日 場　　所 時　間

10
月
６
日（ 

月 

）

 西太良地区コミュニティ
 センター      9：05 ～       9：45 

 羽月西青少年センター 10：05 ～ 10：35 
 羽月地区公民館 10：55 ～ 11：45 
 山野基幹集落センター 13：15 ～ 14：00 
 伊佐市文化会館北側
 駐車場 14：30 ～ 16：00 

10
月
８
日（ 

水 

）

 本城校区集会施設      9：05 ～    9：35 
 湯之尾校区集会施設      9：50 ～ 10：20 
 市役所（菱刈庁舎）
 東側車庫前 10：35 ～ 11：10 

 田中校区集会施設 11：30 ～ 12：00 

問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎�１０６０

注射料　　　3,400 円

新規登録料　3,000 円

　

計
量
法
に
基
づ
き
、
対
象
と
な
る
家
庭
に

は
、
事
前
に
検
針
票
に
て
お
知
ら
せ
し
無
料

で
交
換
に
伺
い
ま
す
。

○
13
ミ
リ　

下
之
馬
場
・
上
之
馬
場
（
山
野
）

○
20
ミ
リ
以
上　

大
口
地
区
全
域

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な

10
月
の
市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
え

税
の
申
告
が
必
要
な
い
人
も
含
ま
れ
ま
す
。）

は
、
売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や

経
費
に
関
す
る
金
額
等
を
帳
簿
に
記
載
し
、

そ
の
帳
簿
や
取
引
に
係
る
請
求
書
・
領
収
書

な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
の

「
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
帳
簿
の

記
載
・
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
務
署
が
実
施
す
る
「
記
帳
説
明

会
」
等
に
つ
い
て
は
、
加
治
木
税
務
署
の
所

得
税
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
替
え
を
行
い
ま
す
の
で
、

　

そ
の
時
は
取
替
え
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便

　

受
け
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
管
理
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
で
は
、
10
月
1
日
か

ら
登
記
相
談
の
予
約
制
を
試
行
し
ま
す
。
事

前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

※
祝
・
祭
日
を
除
く
。

予
約
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

☎
０
９
９
５
・
４
５
・
０
３
３
０

鹿
児
島
地
方
法
務
局
に
お
け
る
登
記

相
談
が
予
約
制
に
な
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
税
務
署

☎
０
９
９
５
・
６
２
・
２
１
６
１

無
料
法
律
相
談

　

市
で
は
、
県
弁
護
士
会
及
び
鹿
児
島
中
央

法
律
事
務
所
加
治
木
支
所
か
ら
派
遣
さ
れ
た

弁
護
士
に
よ
る
、
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係　

☎
�
１
３
１
１
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伊佐市からのお知らせ

募
集
期
間　

11
月
４
日
（
火
）
～
28
日
（
金
）

入
学
試
験　

12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
　

受
付
８
時
30
分
～
50
分

合
格
発
表　

12
月
10
日
（
水
）

試
験
科
目
等

　

国
語
（
高
校
卒
業
程
度
）・
一
般
常
識
（
簡

単
な
計
算
問
題
含
む
）・
作
文
・
面
接

※
上
履
き
、
昼
食
を
持
参

提
出
書
類

○
入
学
願
書
（
本
校
所
定
の
も
の
）、
写
真

　

を
添
付

○
高
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
）
証
明
書
・
高

　

校
成
績
証
明
書

平
成
27
年
度
伊
佐
市
医
師
会
立
准
看

護
学
校
学
生
募
集

募
　
　
集

出
店
資
格

　

伊
佐
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
販
売
・
宣
伝
が

で
き
る
人

出
店
料　

1
日
当
た
り
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法

　

参
加
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
10
月
20
日

（
月
）ま
で
に
伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
、
伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
（
大
口
ふ

　

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）、農
政
課（
菱
刈
庁
舎
）、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
伊
佐
農
林
高
等
学
校

　

に
あ
り
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
新
米
祭
り
実
行
員
会
事
務
局
（
伊
佐
Ｐ

Ｒ
課
・
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉙
４
１
１
３

伊
佐
新
米
祭
り
in
ド
ル
フ
ィ
ン

ポ
ー
ト
出
店
者
募
集

　

新
米
の
収
穫
を
ひ
か
え
、
第
4
回
目
と
な

る
「
伊
佐
新
米
祭
り
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
実
行
員
会
が
主
催
と
な

り
、
農
家
、
商
店
、
企
業
、
地
域
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
な
ど
が
「
伊
佐
米
」
を
は
じ
め
、
旬

の
野
菜
や
特
産
品
、
グ
ル
メ
料
理
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
佐
農
林
高
校
地
域
応
援
団
が
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
出
店
に
参
加
し
、
販
売
や
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

期　
　

間　

10
月
31
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　

11
月
2
日
（
日
）

時　
　

間　

10
時
～
15
時

場　
　

所　

　

鹿
児
島
ウ
ォ
ー
タ
フ
ロ
ン
ト
「
ド
ル
フ
ィ

ン
ポ
ー
ト
」

○
受
験
料
１
０
、
０
０
０
円
（
現
金
書
留
か

　

直
接
持
参
）

○
返
信
用
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
82

　

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の

願
書
請
求

　

返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）
に
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
82
円
切
手
を
貼
っ
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
２
１

伊
佐
市
大
口
鳥
巣
４
５
０
番
地

伊
佐
市
医
師
会
立
准
看
護
学
校☎

㉒
８
８
０
２

タケシタの家造り 検索

広告

H     P   http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 : 伊佐市大口小木原８９９

土地・建物の管理を行います。

■遠方にいらっしゃる方

■なかなか自分では草刈ができない方　など

お客さまの大切な土地や建物管理を

お任せください。

※ 管理内容については、お問合せください。

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・不動産
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

地
域
・
人
づ
く
り
事
業
　
新
規
雇
用

者
募
集

　

農
政
課
か
ら
委
託
し
た
地
域
・
人
づ
く
り

事
業
の
新
規
雇
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、大
口
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
☎

㉒
８
６
０
９
）
ま
た
は
各
委
託
事
業
者
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
畜
連
携
研
究
事
業

委
託
事
業
者

　

㈱
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ど
ろ
き　

☎
０
９
０
・
２
７
１
４
・
０
６
１
８

2
新
重
点
野
菜
開
発
事
業

委
託
事
業
者　

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
㈱

伊
佐
農
林
高
校
　
パ
ン
ジ
ー
祭
り

日　
　

時　

10
月
10
日
（
金
）
10
時
～
13
時

場　
　

所　

伊
佐
農
林
高
校
内　

農
林
館

内　
　

容

　

パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
苗
等
販
売
、
苗
を
購

入
し
、
プ
ラ
ン
タ
ー
持
参
の
人
に
は
植
え
方

を
教
え
ま
す
。

※
土
、
肥
料
は
学
校
で
準
備
し
ま
す
。

※
一
人
に
つ
き
プ
ラ
ン
タ
ー
２
個
ま
で
。

※
植
え
方
講
習
は
土
が
な
く
な
り
次
第
終
了

　

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
農
林
高
等
学
校　
　
　

☎
㉒
１
４
４
５

☎
㉙
４
６
３
３

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
２
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１
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（
８
月
４
日
～
８
月
28
日
受
付
分
）

藺
牟
田　

雫
し
ず
く
（
宏
明
・
里
町
）

藺
牟
田　

珠し
ゅ
う羽
（
宏
明
・
里
町
）

藺
牟
田　

工
た
く
み
（
宏
明
・
里
町
）

面
髙　

暁あ
き
と仁
（
尚
徳
・
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

黒
木　

杏あ
ん
な奈
（
崇
・
上
市
山
）

白
坂　

明め
い
か果
（
清
隆
・
東
戸
切
）

瀬
戸
口　

莉り
あ愛
（
秀
信
・
針
牟
田
）

髙
岸　

希の
の
か花
（
宏
行
・
八
坂
団
地
）

段　

心し
ゅ
う
と

優
人
（
勇
樹
・
曽
木
）

千
知
岩　

晴は
な奈
（
義
信
・
八
坂
団
地
）

中
村　

圭け
い
ご吾
（
哲
朗
・
忠
元
）

中
村　

悠ゆ
う
じ
ん仁
（
健
二
・
西
永
尾
）

長
谷
川　

陽よ
う
た大
（
慎
一
・
鵜
泊
）

早
水　

里り
く玖
（
洋
兵
・
湯
之
元
）

福
留　

颯そ
う

（
峻
・
里
町
）

渕
上　

真ま
な菜
（
勇
輝
・
こ
っ
が
ら
団
地
）

前
永　

大や
ま
と翔
（
隆
博
・
本
城
宇
都
）

真
木　

楷か
い
し
ん芯
（
大
介
・
重
留
東
）

南　

壮そ
う
ご梧
（
俊
明
・
高
柳
）

（
８
月
１
日
～
８
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

井
上　

基
治　
　
　

81　
（
目
丸
団
地
）

　

牧　

知
津
子　
　

85　
（
下
青
木
）

黒
木　

時
雄　
　
　

87　
（
中
戸
切
）

東　

ヒ
ソ
ミ　
　
　

80　
（
戸
切
）

溝
口　

研　
　
　
　

81　
（
西
戸
切
）

湯
田　

政
美　
　
　

85　
（
大
田
）

山
野
地
区

入
江　

ツ
ル
マ
ツ　

91　
（
本
町
）

岩
元　

道
彦　
　
　

67　
（
境
目
）

平
川　

フ
ヂ
エ　
　

96　
（
石
井
）

屋
部　

信
義　
　
　

84　
（
向
江
）

羽
月
地
区

梶
木　

延
吉　
　
　

77　
（
髙
津
原
）

細
樅　

秀
人　
　
　

80　
（
園
田
）

堀
ノ
内　

シ
ヅ
子　

98　
（
鳥
巣
上
）

山
田　

掬
子　
　
　

92　
（
大
島
南
）

西
太
良
地
区

大
浦　

世
記　
　
　

86　
（
田
原
）

福
山　

榮
喜　
　
　

75　
（
川
西
）

古
川　

博
政　
　
　

85　
（
曽
木
）

菱
刈
地
区

犬
童　

宗
昭　
　
　

84　
（
親
交
今
市
）

小
門　

ミ
チ
子　
　

82　
（
荒
田
下
）

坂
元　

壽
美
子　
　

89　
（
重
留
西
）

滝
口　

ヒ
サ
子　
　

79　
（
前
目
下
）

中
村　

則
夫　
　
　

94　
（
下
荒
田
）

樋
渡　

淳
義　
　
　

90　
（
花
北
下
）

益
田　

文
孝　
　
　

69　
（
重
留
東
）

三
重　

重
徳　
　
　

89　
（
西
川
）

正社員・パート募集！
一緒に農業はじめませんか

ドリームファーム株式会社

http://www.d-farm.co.jp

伊佐市大口大島１１０７－1　
TEL ２９－４６３３

日　　時　10 月 19 日（日）17 時
　ダンスと音楽の即興のパフォーマンスを十曽青少年旅行村の
フレンドハウスで行います。 
　オランダ、フランス、東京、鹿屋からのパフォーマーと、伊
佐の C.I.co. がセッションします。 
　10 月 17 日（金）～ 20 日（月）にコンタクト・インプロビゼー
ション合宿も開催。 詳しくはホームページ（www.ci-jp.com）
をご覧ください。
問い合わせ先　文化スポーツ課スポーツ係　☎㉓１３１１

インプロビゼーション・パフォーマンスインプロビゼーション・パフォーマンス
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編
集
後
記

人口のうごき

H26. ９. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　28,316 人　  （－     26）
　男　　13,105 人　  （－     12）
　女　　15,211 人　  （－     14）
世帯数　14,085 世帯  （－      ３）

◆ ◆

　
「
○
○
の
秋
で
す
。」
あ
な
た
は
ど
ん
な
言

葉
を
い
れ
ま
す
か
。
食
欲
、
読
書
、
取
材
し

た
中
学
校
の
体
育
大
会
は
閉
校
記
念
大
会
で

生
徒
の
気
合
い
も
十
分
、
活
気
に
溢
れ
「
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
」
し
て
い
ま
し
た
。

　

過
ご
し
や
す
い
気
候
で
穏
や
か
な
空
気
感

が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
結
構
忙
し
い
時
期
で

す
。
秋
の
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し
で
ほ
ぼ
毎
週

出
動
で
す
し
、
来
年
度
に
む
け
て
計
画
も
立

て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
秋
の
夜
長
に

ゆ
っ
く
り
読
書
―
」
と
い
う
よ
り
は
、
一
日

の
疲
れ
を
美
味
し
い
食
べ
物
（
飲
み
物
）
で

癒
し
て
（
甘
や
か
し
て
）
し
ま
う
。

　

そ
ろ
そ
ろ
目
標
も
っ
て
身
体
を
鍛
え
よ
う

か
と
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
秋
」
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
始
め
て
み
る
と
「
あ
ら
っ
素
敵
」、
う

つ
り
ゆ
く
風
景
は
日
々
変
化
し
て
い
て
新
し

い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
順
調
に
運
動
習
慣
が

定
着
し
て
体
調
も
良
く
な
っ
て
、
す
る
と
ご

飯
が
美
味
し
く
良
く
眠
れ
る
。
結
局
、
私
に

は
「
食
欲
＆
眠
気
の
秋
」
が
ふ
さ
わ
し
い
。

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。

【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、伊佐ＰＲ課までご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接伊佐Ｐ
　Ｒ課（大口ふれあいセン
　ター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

koho@city.isa.lg.jp

　

８
月
に
10
日
間
、
大
学
の
実
習
の
た
め
伊
佐
市

で
過
ご
し
た
。
こ
ち
ら
に
来
て
一
番
驚
い
た
の
は

米
の
味
、
美
味
し
か
っ
た
ぁ
。
毎
日
変
わ
る
実
習

先
で
は
い
ろ
ん
な
人
と
飲
み
会
で
、
い
つ
も
朝
は

二
日
酔
い
…
。「
何
も
食
べ
た
く
な
い
」
と
思
っ

て
い
て
も
伊
佐
米
の
塩
お
に
ぎ
り
は
バ
ク
バ
ク
食

べ
ら
れ
た
。 

　

伊
佐
の
皆
さ
ん
は
、
い
い
意
味
で
「
慣
れ
慣
れ

し
い
」。
初
め
て
会
っ
た
の
に
ず
っ
と
前
か
ら
知

り
合
い
だ
っ
た
よ
う
な
、
あ
た
た
か
い
人
た
ち
だ

っ
た
。
ま
た
来
た
い
と
思
わ
せ
る
ま
ち「
伊
佐
市
」

最
高
。　
　
　
　
（
東
京
都　

ま
っ
こ
い　

20
代
）

　

9
月
に
福
岡
で
行
わ
れ
た
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
会
出
場
最
年

長
は
、
伊
佐
市
の
萩
原
勝
之
さ
ん
70
歳
。「
歳
は

誰
で
も
と
る
が
、
筋
肉
年
齢
は
努
力
で
若
返
る
ん

だ
な
あ
」
と
、
初
参
加
で
も
堂
々
と
し
た
姿
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
萩
原
さ
ん
は
週
に
４
～
５

回
市
内
の
ジ
ム
に
通
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
年
齢

の
せ
い
に
し
な
い
で
挑
戦
す
る
心
が
大
切
。「
人

生
一
度
き
り
、
こ
れ
か
ら
の
第
二
の
人
生
は
第
一

の
人
生
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
や
る
ぞ
」　　

　
（ 

大
口　

フ
ァ
ン
キ
ー
パ
パ　

50
代
）

　

10
月
31
日
～
11
月
２
日
、
鹿
児
島
市
の
ド
ル
フ

ィ
ン
ポ
ー
ト
で
伊
佐
の
新
米
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。

特
産
品
販
売
な
ど
の
他
に
面
白
い
催
し
が
あ
り
ま

す
。
前
に
南
三
陸
へ
寄
贈
さ
れ
た
移
動
式
か
ま
ど
。

暖
も
と
れ
て
炊
飯
は
も
ち
ろ
ん
焼
き
芋
も
で
き
ま

す
。
我
が
家
に
も
あ
る
の
で
す
が
、
コ
レ
を
な
ん

と
呼
べ
ば
い
い
の
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
で
解
決
し
そ
う
で
す
。
新
米
ま
つ

り
の
期
間
中
に
移
動
式
か
ま
ど
の
「
名
称
募
集
」

が
あ
る
ん
だ
っ
て
。
採
用
さ
れ
る
と
か
ま
ど
が
当

た
る
み
た
い
。　
　
（
菱
刈　

薪
火
炊
造　

30
代
）

■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
　

　
　

　
         Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

伊
佐

PR
課

     Tel 0995-29-4113　
 ■

印
刷

／
㈲

大
口

新
生

社
印

刷

和み
な ご
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お

便
りありがと

う

和み
な ご
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の
ひろば
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